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廃棄物顆粒体貯蔵設備は自然循環空気冷却式の現行ガラス固化体貯蔵設備を共用し、キャニスタ寸法及び

顆粒体充填密度は顆粒体貯蔵時の熱的制限条件を満たしつつ効率的貯蔵を図るものとした。また、MA 模擬

廃液の仮焼体に対して加熱プレスを実施したところ仮焼体の高密度体を作成できることが分かった。 
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1. 廃棄物顆粒体貯蔵設備の熱伝導解析 

 廃棄物顆粒体貯蔵設備は、現行再処理への適用性を考慮して、自然循環空気冷却式の現行ガラス固化体

貯蔵設備を共用する概念[1]で検討を進めている。顆粒体の発熱密度はガラス固化体よりも大きく、また、

顆粒体の一部成分の融点が 275℃程度[1]と考えられるため、顆粒体貯蔵設備の熱的設計が重要となる。キ

ャニスタの寸法仕様や顆粒体充填密度は、顆粒体貯蔵

の柔軟性を活用して制限条件（冷却空気温度≦65℃、

顆粒体中心温度≦275℃）を満たしつつ効率的貯蔵を

実現するものとする。顆粒体貯蔵設備設計においては

多くのパラメータ解析を必要とするため、簡易熱伝導

解析手法を採用し、想定される貯蔵条件を保守的にカ

バーする。顆粒体貯蔵時の熱伝導解析モデルは、冷却

空気の圧力損失バランスに基づく自然循環空気熱流動

モデルと径方向１次元熱伝導モデルを組合せた手法を

採用した。顆粒体貯蔵設備熱伝導解析の主要な入力デ

ータは、キャニスタ寸法、顆粒体密度、発熱量、熱伝

導率とした。顆粒体の除熱性能を向上させるため、キ

ャニスタは細径とし通風管内に 7 本配置することとし

た。伝導率は硝酸ナトリウムの値を用いた。 

解析結果の一例を図 1 に示す。顆粒体充填率 70%程度までは充填率とともに発熱密度は増加するため顆

粒体中心温度が増加するが、70%以上では熱伝導率の増加が優勢となり中心温度が低下することが分かっ

た。充填率及びキャニスタ径が大きいほど、貯蔵に要するスペースを小さくでき、図 1 から、充填率 90%

とすれば、キャニスタ径は最大 12.4 ㎝にすることができる。 

顆粒体のキャニスタへの充填率を上げるためには、ロータリーキルンから出力される顆粒体を高密度充

填する他、顆粒体に対して加熱プレスを行って密度を上昇させることが考えられる。このため、模擬廃液

を 500℃に加熱して得た仮焼体粉末に対して加熱プレスを実施した。荷重 1~3kN、温度 250℃、保持時間

100~1000s でのプレスを行った所、85~96%T.D.の高密度体が得られた。今後、低荷重、短時間、大面積

のプレス特性を詳細に調べる必要があるが、顆粒体の加熱プレスによる高密度化の可能性が示された。 

以上、熱的成立性を考慮して、廃棄物顆粒体貯蔵設備の仕様、条件を検討し、貯蔵スペース低減に有効

な顆粒体の高密度化の可能性を示した。 
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図 1 簡易熱伝導解析結果例 
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